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遺構外出土石器
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地蔵田 A遺跡



第 t閲 遺跡周辺の地形

- 188-



02Qm  

第 2~ グリッド配置図



遺跡の概観

御所野台J也の術側、 JR奥羽本線凶ッ'J、陸駅からlIi点へ9∞mの地点である.東側に択が入り込
み、傾向は約30mである.

自唱1i.は遺跡の東舗を笑絡し、 f血は来年度線~I調査の干li!である。純資の結束、 平'!.!.時代的~穴住

居跡、建物跡、土繍等が検出された。

隣接する遺跡除、東側約100mに113石器時代、縄文時代中期、平安時代の r駄大農場術遺跡J、
北側約5∞mに縄文時代中期、 a亦生時代、平安時代の「雌ノ上F海跡」等の閃巡;1跡が叩i存する。

遺掃と遺物

盟主穴住居跡

1移住居跡 (罫13悶}

調査区の北側で検出された。

プラ γは良軸2.4m.).11給2、2mのほぼ1i形を思し、 6せ上割高に切られている。確認蘭からの泌さ

は15=で、p.!lはほぼ垂直に立ち上がる.:1 飴}jIÓjlt北に対して画に15度振れている。 ピ ッ トは f~届

内外に 7 倒検出されたが、 1・~J!穴11.各コ ー ナーの4 側である。 カマド11.階段の東側に.Nt築されてい

る。袖市iは東袖の一部が残存し、!i"大や人i現大のJII飯石をι芯材とLている。燃焼舗は大熱を受けて

称変Lている。綬道部は溝状に倹H1され . ~外へ13Scm延びる。 床はほぼ平坦で全体的に墜し、。

出土遺物

土器

工1:島市総様、内然土飯器亦、赤偽色土鴇』事(底部切り離し回転糸切り無調整}の舷J{'が少』量出土し

ているが、図示できなかった。

2号住患跡 (第4閃〉

調1i.区の北側で検出された。

プラソは一辺3.3mの.H形を易し、 2ザ建物繊の陶磁隅のピットに切られている。鰍辺、!苗からの

縦さは叡)Cmで、吸はほぼ議磁に立ち上がる。主軸方It.H主凶に対して耐へ13皮綴れている。ピットば

住居内外に多数検出されたが、主位穴Iま不明である。カマドは!ti'世の北側に蛾築されている。納却

は疲れ、燃焼$は火熱を受けて先変し、ホ潟色f;:IlI杯を伏せて支脚としている。煙道部は般か〈、

念体的に火熱を受けている。床はほぼ平出で全体的に自民いが‘カマド刷辺が特に白星い。

出土遺物

土器 (第7闘い-4)

lは腕ミ而、2はカマ ド支1側、31ま斑土、唱はピッ ト出土である。 I、2は赤禍色土務係である。

いずれも底部切り雛Lfo!I転糸切り無制覇Eで、底部より緩〈内符しながら立ち上がる。3は須蛍総長

-1叩ー
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焼土
日音褐色土、炭化物・ローム粒子泌入
黒褐色土、炭化物・ロ ム粒子混入
黒褐色土、ローム粒子・ブロ y ク混入
1"j苦乱

旦29.70m

Lt¥ 

第6層
第7層
第8摺
第9層
第10層

3 I 
ベノ 5

\ド~町村でR
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黒色土、炭化物混入
黒褐色土、炭化物混入
自音質褐色土、ボソボソ
暗褐色土、焼土ifi入
黒褐色土、;焼土・炭化物混入

第l層
第2層
第3層
第4層
第 5!習

D 



2号建物跡
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殿様で、体下泌を欠〈。鍬冊1にリングが回り.ロク白拘置形後、主体にナデを絡して瞥J躍している.

4は上削諜嫌である。長腕で、頭部がr<Jの竿状に外反する。外面は縦位に、内部は償般に闘も
目第殺を臨している。 他に I司巣土銅器台H係、 須!~~裂の破片が出土している。

3号住居跡 {書15邸}

調置i瓦の北側で検出されたu

プラ γは長嶋3払、7m、草飯i制軸lゆ3、6mのほぽh

8-11、15号上織と煎悔し、 日時土明書以外円近備に切ちれている。燐認面からの採さは15開で、自主

はほぼ:!Æí直に立ち上~\り 、 J，'，'調障が認められる. 不純方向は北に対して商へ12度綴れている。 ピ ッ ト

は多数検出さ札たが、 主性穴は告コーナーのdll/lで、拡張部町コーナーにも認めちれる。カマド1;1:.

1珂慢の東側に情築されている。袖部I主良好な状態で銭存L、前色納土で構築され、康前Iiは小児人脈

太の川原石を.e、材と Lている。燃却礎部は穴熱を受けてJ昔、変し、人頭大の川原.(jを支仰とLている。

減i底部は滞状でー甜iトン不ル択に検出され、唆外へ1，.1m延び‘底 ・酷l舗が大然を受けている。t+;

はほぼ半島Eで全体的に目遣いが 、 カマド紛辺が特に~い。

出土遭物

土器 {第7関5......11) 

8、91主カマド、10は床ITti、5-7、11は槌士山土である。101主内然土凶器内付皿lである。底部

切り縦し後に台を付けているが、切り縫いま不明である。 5-9は赤鵜feb.iIIi停である。'U&!iJり

揮lL匝l転糸切り然。湖艶で、成田lより緩〈内湾しながら立ち lーがる。6の内外併にはタール状の付着

物が泌められる。?のliA却には織21が認められるが、判誌は不明である。11は須1!!総主主で島品。切

り離しは不明で、天井古都から体舗にかけて凶伝ケズリ調態を施し、 ツマ1は欠吋ている。内面iはす

べすベして犠艇が認められ、般に伝閉したと考えられる。 飽に -I~舗器使.みめ色土官官事臣、 須耳~211持L

(底部切り組 し~~~糸切り熊銅!r!)の破片が!U+している。

4号住怠跡 (:'116閃〉

湖底区の北部で検Hlされた。

プランは長側也、8m、短儲2、1mのほぼ方形を5まし、 7号土割高に切られている。確認蘭から同様さ

は15cmで、l車はほぼjfj;i({に立ち上がる。主恥h方向は北に対して丙に22Js:侮れている。 ピψ トは4倒

検出されたが、主Ii穴は不明である。カマドは潟慢の東側に機策されている。納部は壊れ、億焼却

は火熱を受けてみ:lrLている。煙道部は!¥1t外へ85側延び、自主付近に小~中換が轟1宮れている。阪は

束事1に段が付寺、全体的に墜し、。

- 11日一



出土遺物

土器(第7図12、13)

12、13は覆土出土で、いずれも赤禍色土器杯である。底部切り離し回転糸切り無調整で、底部よ

り緩く内湾しながら立ち上がる。 13の内外面の一部にはターノレ状の付着物が認められる。他に赤禍

色土器窪、須恵器杯(底部切り離し回転糸切り無調整)の破片が出土している。

建物跡

1号建物跡(第8図)

調査区の中央部で検出された。

桁行3問、梁間 2間の東西棟4面廊付掘立柱建物跡で、周囲が溝に閉まれている。主軸方向は梁

聞が北に対して西へ13度撮れている。身舎の柱間は桁行が南側柱列で西から2、3十2、2十2、3m、梁

間が西妻で南から2\8+2、 7mである。柱掘り方は径 60~80cmの円形を呈するが、北西隅の 1 個は

方形である。深さは25~37cmで、径約30cmの柱痕の認められるものもある。腐は 4 面にみられ、身

舎の柱筋とほぼ一致するが、各コーナーの柱穴は若干内側に入っている。柱掘り方は径45~80cmの

円形及び楕円形を呈するが、身舎と比較すると若干小さいものもあり、深さは 5~24cmで、浅し 1。ま

た、削平等により検出されない掘り方もある。溝は I幅60~160cm、深さ 5 ~48cmで、南西、南東、

北西隅及び南辺中央部が途切れている。断面形は iUJ字状、鍋底状、平成をなし、深浅が認めら

れる。

出土遺物

土器(第13図14)

14は溝跡覆土出土の赤掲色土器杯である。 A支部切り離し回転糸切り無調整で、底部より緩く内湾

しながら立ち上がる。他に土師器議、赤褐色土器護、須恵器杯(底部切り離し回転糸切り無調整)。

台付杯の破片が蒋跡覆土から、赤悔色土器杯(成部切り離し回転糸切り無調整) .髪、須恵器杯

(底部切り離し回転糸切り無調整)の破片が柱掘り

五器(第15図1) 

より出土している。

1は溝跡覆土出土の石鎌である。無茎で、基部がくぼむものである。両面の側縁から 2次加工を

施して形を整えている。石質は硬質頁岩である。

2号建物跡(第 9図)

調査区の北側で検出された。

桁行 3問、梁間 1間の南北棟の掘立柱建物跡である。主軸方向は桁行が北に対して西へ12度振れ

ている。柱問は桁行が西側柱列で南からし9+2十1、9mで、梁間が南妻で、3、7mで、ある。柱掘り方

は径35~50cm、深さ 16~34cmで、ある。ム 3 号住居跡と一部重複するが、本建物跡が新しい。

- 194 -
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土犠 ー覧表

番号
規模(開}

平面形 断孤形 IJJ 物
長袖筒馳 f.#さ

土 ;n 

134 111 151 m円形 2 t白h音量破峨付 、亦制色土t告書F・3趣倣J';、i首I.I!!:総係舷J!・
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第11日
第2J習
第3層
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3号建物跡(第9図)

調査区の北側で検出された。

桁行2問、梁間 1問の南北棟の掘立柱建物跡である。主軸方向は桁行が北に対して西へ12度振れ

ている。柱間は桁行が西側柱列で南から2、l十2、8m、梁間が南妻で4、1m、北妻で、4、7mである。柱

掘り方は径25，""'--'35cm、深さ 12~31cmで、ある。 3 号住居跡と一部重複するが、本建物跡が新しし ìO

土壌出土土器(第13図15~28)

8 基の土墳から土器が出土している。 15~22、 25は赤禍色土器杯で、 2 、 6 、 8 、 9 号土墳より

出土している。底部切り離しは、 20が静止糸切り無調整、 22が回転糸切りで体部下端及び底部にケ

ズリを入れて低い台としている。他は回転糸切り無調整で、成部より緩く内湾しながら立ち上がる。

19、20の内面にはタール状の付着物が認められる。 23、24、27、28は須恵器杯で、 8、15号土墳よ

り出土している。底部切り離し回転糸切り無調整で、底部より緩く内湾しながら立ち上がる。 27の

内面はすべすべして墨痕が認められ、硯に転用したと考えられる。 26は須患器長頚査で、 9号土墳

より出土している。頭部にリングが回り、外面に自然粕がかかる O 他に各土墳より土師器髪、

土師器杯(底部切り離し不明) . 1盟、赤禍色土器奮の破片が土出している。

遺構外出土土器

遺構外出土土器を縄文時代、平安時代に大別した。

縄文時代(第14図29~32)

29~32は縄文地文のみの施文で、深鉢形ないしは鉢形の器形をなすものと考えられる。 29は RL

単節斜縄文(縦位回転)、 30、32はLR単節斜縄文(横位回転)、 31はRL原体による現状縄文で

ある。

平安時代(第14図33~38)

33は須恵器杯である。底部切り離し回転糸切り無調整で、底部より緩く内湾しながら立ち上がる。

34~38は須恵器饗である。外面は平行叩板痕、内面は36が平行、他は同心円状のアテ板痕が認めら

れる。 35の外面には自然不自がかかる。他に土師器窪、内黒土師器台付杯、赤渇色土器杯(底部切り

離し回転糸切り無し調整) .護、須恵器査の破片が出土している。

遺構外出土石器

石匙(第15図2、3)

2点出十している。いずれも縦型であるが、 3は細身でゆるく湾曲している。背面全面と主要剥

離面の一部に二次加工を施している。古質は硬質頁岩である。
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打製石斧(第15図4)

両国に二次加工を施すもので、基部は}享味がある。側縁は直線的に、先端部は弧状に作られてい

る。石質は硬質頁岩である。

石錘(第15図5)

偏平な自然石の両端を打ち欠いたものであるが、破損している。

1側面も良く磨れている。
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石皿(第15図6)

破損品である。両面が大きくくぼみ良く磨れ、
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まとめ

本滋跡は御所野台地のlIi内議、南側に岨iした際高f)30mの台地縁辺部に俄依する。以下、遺織と

i置物について述べたい.

検出jll憐は、 監穴住l胃跡4 師、 組物跡3 棟、 土織15~で、 平安時代に泌するものである。 監穴住

居跡:は4粁検出された白炭肢は_-Jilが3mi日後のJ:l:鮫的小裂のものである。平面形はfj形を註する

もので、 3号1.1:且J動車は鉱張を行ゥている。ヱ納方向は t号 ・3号 ・4号住居跡が北でやや箇に傾き、

2 サ剖.居跡が西でやや尚に傾いている。主柱穴が確認された住居跡は 1 号 ・ 3~号住居跡で、 いずれ

も4，ド肢で晶る。カマドは南塚に付激されるもの (1号・3号 ・4号住居跡}と、11(略に付殺され

るもの ( 2 サ住駅跡)があり 、 樹監に付設されるものは企て強制にl立I:'I~ L、員f~に付設されるもの

は_It側に{立総している。支脚は2号 ・3号住居跡で認められ、2号住居跡は赤働色土俗杯を伏せ、

3 号館尉跡は人i属大の川町t石を押iえている。 鰻道部は l 号 ・ 3 骨 ・ 4 号f.I:~t跡は務状もし〈は b γ

ネル.tkで、2り住居跡は明織に検出できなかった。これらのことから住底跡は最低でも 2時期が千

世1される。柏地で当酬のf.tl;r，-i'l!'が検出されている柳川齢で、 「下段c;蹴 jからは31軒
〈般に豊臣穴遺憾がS軒)とまと世って検出されているが、飽は1-5軒の検出である。組物跡は3

練検fUされた。 1号援物跡li3fmx21羽の身舎に4磁』帽をもっl1I.立判援物跡で、泌がIEるものであ

る。良枝、住j胡り Mrから大型の建物跡が惣定され、ー般JMJiでは見受けられない政懇である。当

放矧の建物跡は rilo:日ld，j!!跡lで8線検出されているが、l司形態の建物跡は本台地では$fJQであり、
水遺跡では1隊のみの検出である。県内の集務跡でもlnl形態の建物跡は認められない。建物に溝が

守431

盗る例は平!血郡大保町 「下問潰跡」、腹f均時ir御体:世遺跡J等があげられるが、建物師幸治に悲巣が
みられる。また.山本都合柏村「中間前遺跡」からも締が巡る健物跡が検出されているが、中世に

悦寸るものである。建物跡.!:1Ifr'"はできないが、ほぽ間続!!.!である「下堤C遺跡」の方形滞状遺燐

も1>>;のみの検出であり、いずれも特殊な官、味をもっ締役と考えられる。2骨建物館;は3制x1側、

3号狸物跡は21111x lIUJの創立陀組物i傍で、いずれもま軸Hlr'Jは阿Jjl旬、住釧りえiもほぼ阿じであ

る。3号伎府跡と-ils!ll田正し、建物跡的1iが新し〈、堅苦穴住肘から』由枝被建物への変還を示すもの

と苛えられる。 k婦は15J告検出された。阿影、枠lf']形をE立するもので、浅いものが多い。6~J.:嫡

が i特往居跡と、7号土績が4号住居跡と、 8吟-1l号、15号士臓が3骨住照跡とlI1縫い 11骨士

嫡以外は全て伶掛跡より新しい。15号t績は紙・側蹴が大熱を受けているものである。特に担1副iが

燐〈火然を受け、民耐には3......Scm炭化物が殺事iしており、なんらかの焼成近隣であると推測され

る。 み:台地「野形冶跡J の赤悌色 I:~詰焼成繁跡と近似するが、赤得色土総が出士 Lていないなど決

定には奇Eらない。それぞれのi宜鱗の時蹴につレては、住庖齢、漣物跡、土郷町大部分の遺麟から民

間l切り 緩 L.l!.!l転品切り情調態の晶、尚色H詰杯が出 t しており . 本遺跡も「下~C遺跡」飼総 9 世紀

後事から10世紀切と考えられる。しかし、lf.底燃の主織方向、カマドの!!Li在、 建物跡事から星空時JTI

が予想されるが、時間的には.k，れまないものと継測される。

- 2曲 F



出土遺物は、土器、右鎗である。土器は縄文時代と平安時代に大別される。縄文時代の土俸は4

点のみで、全て遺構外出土である。地文のみのもので、時期を特定できない。平安時代の土俸は土

師器、赤褐色土器、須JI!器で、遺構内・外出土である。 土師器はtf・台付jlf'.JIJl・台付皿・ 型Eで、

費以外は内面黒色処理を.すものである。事事はtI片であり、底鯨切り隠しは不明である。!l!は長柄

で、ロ縁部がr<Jの字状に外反し、腕部は刷毛目縄墜を施すもので晶る.赤梅色土訟は軒;・ 費で

ある。杯は底部切り離し回転糸切り無調盤であるが、 1点のみ底部切り厳し静止糸切り無調艶であ

る。il書士号苦はI点認められるが判読は不明である.，障はロタロ成形で、制舗にケズリ測'症を施L、

口畿郵は顕部が外反してロ騒部が立ち上がるものである。須態様は事事・董・液製である。停は底部

切勺躍し回事長糸切り無調E重である.&干及ぴ査の2点は転帰硯である。出土遺物の中で11:$銅色土器

豚が段も多い。底部切り離し回転品切り無調態の赤禍色土器停は 「下縄C遺跡Jで多量に出土して

おり、 9世紀後半から10世紀明置と考えられる。

本遺跡は遺織の検出状況から小規機な集穫であったと織測されるが、本年度は遺跡の一部分の絢

まということもあり遺跡を明確に杷録することができなかった。特に l号建物跡の性織や飽の遺騰

との関係については言及できなかった。来年度も継続調査の干定であり、周辺町調査を実施して遺

跡の性格を再考する必要がある。

設I r下地D遺跡轟御調査報告書J 駄岡市控宵書且企 H臨年3月

「秋田飽きE継続事前開発関係甥蔵文化財発繍拘置輔告書渇ノ沢B遺跡J 紋岡市教育要員会

1袋13'1'3月

「秋田臨空港新鶴市開発関係埋蔵文化財発掘削査報告書 野形遺跡J 秋開布教背番員会 2弼4'1'

3月

「検出臨空港新郷市開尭関係埋蔵文化財発掘調査報告・厳ノ止F遺跡傑出沢遺跡J 秩岡市教

育費寄員会 1965年3月

「駄回新郎市開発車庫情事費関悟哩竃文化財発掘網車報告曹 下縄C遺肺J 枚田市曽背番目金

目前年9月

「柏田斬都市側提聾備事揖関係哩量産文化酎発掛銅査報告書 下II!A遭跡 下腿B遺跡J f大岡市教

育番員会 l蝿8年3月

「駅間新都市開発聾柵司区聾崎県思議文化財提掘縄車線告・ 秋大島掛荷車跡J 紋曲市歯胃寄員企

19'12年3月

袋2 r貰北横断自動車道駄回線拒姻胸査蝿告・W 下問車蹄J 歌田県文化財調査報告書第1田島駄田

県揖背番員企 i骨O匁3月

益3 r醐休裳遺跡発錨調査報告書J 鹿角市文化財調査賢輔凶鹿向市樟背番目会開81年3fl

註4 r中田面遺跡尭議拘置報告書』 秋田県文化財調査線告・!Il74捧 4武田県綾胃番員会 四回年3月
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事考文献

秋田市敏胃番目企 fI~聞説蹄J 昭印50年度紋閉統帥亮鋪調車概揖 1976'手3月

問問法人栃木県文化財割高興事換問 f白地底"1大学遡辺地区 下古舘遺跡J 昭和631ドJ，&:l!I!蔵文化財尭樹
Z理庇純曜 栃木県校旗文化財純正飽告自1111白島出関等3J'J

I商品市控官需白会、財閥法人福島市撮興公枕、佐川冷説~式会社 。 fmノ内遺跡 liIノ内噂跡発掘調茸暢

告書J 用品.littJ!j私文化財拘査鰍告書君臨26離日開'F.3月

福島市教育番員会、財閥法人悩品市街興公社、保式会社世栄 「占段数遺跡 占代Il物跡都内調査J 筒

島市開雄主化財調班報告書部36葉市剖年3月

宮崎県骸ff書針金、利府町教背番副会、を!:I!古車北地方礎~/，;)仙台工調停司際協婦 「刷'IWf町癒事，自制;11

'-hlg組問関連漕榔111痴拘置織告由一J 宮t宜保文化財調直咽告哲第1剖集 利府町宜

化財調査曜告帯第5聾 B捌坪3月

官賊県Hl岐跡調査研究柄。「名生総遺跡I 一五車問時限定時ーJ 多賀瞳関連遺跡尭i層調班報告件第

6 I降 1981t芋311

宮崎県多賀縫跡拘置研究所;f班山雄跡1J ~t(蹴関組遺跡尭偲調査輔告部損12襲 1987等3J'J

宮肱採Hi.峨跡調if研究冊 f.!I(山遺跡m ー賀県都新跡酔£地ーJ Ht瞳l期連埠跡事E制調官報併部第

M臨時帥勾!3 1'1 

山昭県教官接司会 f 'l'形沼帥 ・ 品1辺調肺艶婦測班偶H'il~J 山勝結え化財調査鍬告書;'¥26襲 目制年
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潟査区会最{耐-)

図版 1



荷重量区全景 {北-)

I 号住居跡 (~t-)

図版2



2号'住民跡 (西ーー)

3号依騎跡 {北-)

図版3



4号住応跡 {北-)

k γγ，島、可証 ν E 

Lμ」よ:イI警警慧I二i
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つ峰母;胤4訓桝色私:♂油紙イギきミよl

1 ~合住Jb'i事力マ下

3号'住居跡カ?ド

図版 4

2号住居勝カマド

4号住腸'*カ?ド



1号縫物跡 {陶-)

1号越物品事鴻跡 (11!辺)

1号E毒物跡桧穴土層断面

図版5

l号建物陣織跡遺物出土状悦

l号建物跡柱穴土層断面



2. 3号雄物跡 (南-)

l号'よ端(1軒-) 2号土捕 {尚司}

a号土構(i軒→}

図版 6
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図版7
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11号土壌 {西-)

13号土織 {蹴商司}

15号上績 {南叫)

図版8

12号土犠 (西→)

H号土端 {南西-)

15号土鳩 {丙叩}
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